
EZR で傾向スコア解析・マッチング・逆確率重み付け(IPTW) 

 

・EZR では傾向スコアの算出から、傾向スコアを用いたキャリパーマッチング、逆確率重み付けなどの

解析を簡単に実施することができます。詳細な方法、結果の解釈については「EZR でやさしく学ぶ統計

学 改訂 3 版 〜EBM の実践から臨床研究まで〜」（中外医学社）P336〜350 をご覧ください。 

 

●傾向スコアの算出 

 ロジスティック回帰のオプションで「傾向スコア変数を自動作成する」を指定すると自動的に傾向ス

コアの変数が作成されます。「ROC 曲線を表示する」のオプションによって傾向スコア変数の ROC 曲線

化面積も表示されます。 

 

 傾向スコアの分布のカーネル密度推定も表示されます。 
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●キャリパーマッチング 

 

 マッチングはキャリパーマッチングに対応しています。標準のキャリパー幅はマッチさせる変数の標

準偏差の 0.2 倍に設定されていますが、必要に応じて変更してください。 

 

 

 

 

  



マッチング後のバランスは標準化差(SMD)で評価します。 

 

 

 

  



●逆確率重み付け(IPTW) 

 傾向スコアを算出したロジスティック回帰のダイアログで、逆確率重み付け係数の計算のオプション

を指定しておくと、平均治療効果(average treatment effect, ATE)の評価による逆確率安定化重みづけ法

での重み付け変数が自動的に作成されます。 

 重み付け後の標準化差と傾向スコアの分布が表示されます。作成された重み付け変数を回帰モデルに

weight オプションとして加えることで重み付け回数が実施されます。 
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1 : before IPTW

0 : after IPTW

1 : after IPTW


